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第２章 
工事費の積算 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（省略） 

⑸ 間接工事費等の項目別対象表             （◯：対象とする ×：対象としない） 

間接工事費等 共通仮設費 現場管理費 一般管理費等 
対象額 

項 目 対象額 
直接工事費＋共通仮
設費＝純工事費 

純工事費＋現場管理
費＝工事原価 

桁等購入費 × ○ ○ 
処分費等 処分費等の取扱いは、備考７参照 

支
給
品

費
等 

桁等購入費 × ○ × 
一般材料費 ○ ○ × 

別途製作の製作費 × × × 
電力 ○ ○ × 

鋼橋門扉等工場原価 
ゴム支承（鋼橋架設工事）

× × ○ 

現場発生品 × × × 
産業廃棄物税 × × × 

ヘリコプター飛行経費 
コンクリートポンプ車圧送料金 

当該費用の取扱いは、備考８参照 

備考 （省略） 

 

 

 

（省略） 

⑸ 間接工事費等の項目別対象表             （◯：対象とする ×：対象としない） 

間接工事費等 共通仮設費 現場管理費 一般管理費等 
対象額 

項 目 対象額 
直接工事費＋共通仮
設費＝純工事費 

純工事費＋現場管理
費＝工事原価 

桁等購入費 × ○ ○ 
処分費等 処分費等の取扱いは、備考７参照 

支
給
品

費
等 

桁等購入費 × ○ × 
一般材料費 ○ ○ × 

別途製作の製作費 × × × 
電力 ○ ○ × 

鋼橋門扉等工場原価 
ゴム支承（鋼橋架設工事）

× × ○ 

現場発生品 × × × 
産業廃棄物税 × × × 

ヘリコプター飛行経費 
コンクリートポンプ車圧送料金 

× × × 

備考 （省略） 
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第２章 
工事費の積算 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

３−３ 運 搬 費 

１ 運搬費として積算する内容 

（省略） 

２ 積算方法 

⑴ 共通仮設費に計上される運搬費 

ア 共通仮設費率に含まれる運搬費 

ａ 質量20ｔ未満の建設機械の搬入、搬出（クローラ式の建設機械が林道等を自走する場合を除く）

及び現場内小運搬（分解・組立を含む） 

ｂ～ｆ （省略） 

イ 積上げ項目による運搬費 

ａ～ｄ （省略） 

ｅ 質量20ｔ未満のクローラ式の建設機械が林道等を自走する搬入、搬出 

（以下省略） 

 

 

３−３ 運 搬 費 

１ 運搬費として積算する内容 

（省略） 

２ 積算方法 

⑴ 共通仮設費に計上される運搬費 

ア 共通仮設費率に含まれる運搬費 

ａ 質量20ｔ未満の建設機械の搬入、搬出及び現場内小運搬（分解・組立を含む） 

 

ｂ～ｆ （省略） 

イ 積上げ項目による運搬費 

ａ～ｄ （省略） 

（新設） 

（以下省略） 

 

  



 

－2－ 

林業土木積算基準（令和６年 10 月 20 日以降適用） 正誤表 
令和６年 10 月 17 日訂正 

ページ 項 目 正 誤 
 

2-37 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
第２章 
工事費の積算 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

⑷ 建設機械運搬方法 

（省略） 

⑸ 建設機械の自走による運搬 

質量20ｔ未満のクローラ式の建設機械が林道等を自走して搬入・搬出する場合は、次のとおりとする。 

ア 適用範囲 

質量20ｔ未満のクローラ式の建設機械を対象とし、ホイール式は対象としないものとする。 

イ 積算方法 

自走による走行距離に応じた走行時間を機械運転経費として、共通仮設費の運搬費に積み上げ計上する

ものとする。 

  ａ 対象機種 

    バックホウ（クローラ型）山積0.45m3又は山積0.80m3 

  ｂ 走行時間（ｔ） 

    ｔ＝２Ｌ／60Ｖ（ｈ） 

     Ｌ：自走する距離（ｍ）（片道距離とし、往路と復路が異なる場合は平均値とする。） 

     Ｖ：走行速度（ｍ／分）（対象機種の走行速度は、50ｍ／分（３km／ｈ）を標準とする。） 

ウ 単価表 

第18章機械運転第２節２－２バックホウ運転（損料）単価表（S9510）による。 

エ その他 

クローラ式建設機械の自走に伴い、林道等の路面を損傷させるおそれがある場合は、敷鉄板等に 

よる路面損傷防止対策の費用を計上することができる。 

 

 

⑷ 建設機械運搬方法 

（省略） 

（新設） 
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第２章 
工事費の積算 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

３ 現場管理費率の補正 

⑴ 施工時期、工事期間等を考慮した現場管理費率の補正 

（省略） 

 

補正係数 

地域機関 
（農林振興部） 

積雪寒冷地域の区分 補正係数 

（省略） （省略） 1.20 

（以下省略） 

 

 

３ 現場管理費率の補正 

⑴ 施工時期、工事期間等を考慮した現場管理費率の補正 

（省略） 

 

補正係数 

地域機関 
（農林振興部） 

積雪寒冷地域の区分 補正係数 

（省略） （省略） 1.20％ 

（以下省略） 
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第６章 
土工 

 
 
 
 

 

５−２ 機械盛土（Ｂ）    S1191、S1194  

 

 ５－２－１ 適用範囲及び施工概要 

１ 適用範囲 

  本歩掛は、「５－１機械盛土（Ａ）」を除く施工幅員が4.0ｍ以上の路体、路床、築堤の盛土に適用する

（ただし、施工幅員が4.0ｍ以上かつ施工土量が10,000m3以上の林道工事における盛土は、施工パッケー

ジ型積算方式の基準１章②土工を適用する）。 

なお、整地作業には適用しない。 

（以下省略） 

 

 

５−２ 機械盛土（Ｂ）    S1191、S1194  

 

 ５－２－１ 適用範囲及び施工概要 

１ 適用範囲 

  本歩掛は、「５－１機械盛土（Ａ）」を除く施工幅員が4.0ｍ以上の路体、路床、築堤の盛土に適用する。 

 

 

なお、整地作業には適応しない。 

（以下省略） 
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第６章 
土工 

 
 
 
 

 

５－２－３ 施工歩掛 

  １ 機種別の作業量 

（省略） 

 

２ 敷均し作業量の算定 

⑴ ブルドーザの１時間当たり敷均し作業量の算定式は、次のとおりする。 

     ① 11 t 級ブルドーザの場合  Ｑ＝10Ｅ（11Ｄ＋８）（㎥／ｈ） 

     ② 15 t 級ブルドーザの場合  Ｑ＝10Ｅ（13Ｄ＋９）（㎥／ｈ） 

     ③ 21 t 級ブルドーザの場合  Ｑ＝10Ｅ（18Ｄ＋13）（㎥／ｈ） 

     ここで、Ｑ：１時間当たり敷均し土量（㎥／ｈ） （小数第１位四捨五入・整数止め） 

           締固め後の状態の土量をいう。 

         Ｄ：仕上り厚さ（ｍ） 

           締固め後の状態の厚さをいう。 

         Ｅ：作業効率 

工 種 路 体 ・ 築 堤 ・ 路 床 

現場条件 良 好 普 通 不 良 

ブ ル ド ー ザ 0.8 0.6 0.4 

 

 

⑵（省略） 

 

 

５－２－３ 施工歩掛 

  １ 機種別の作業量 

（省略） 

 

２ 敷均し作業量の算定 

⑴ ブルドーザの１時間当たり敷均し作業量の算定式は、次のとおりする。 

     ① 11 t 級ブルドーザの場合  Ｑ＝10Ｅ（11Ｄ＋８）（㎥／ｈ） 

     ② 15 t 級ブルドーザの場合  Ｑ＝10Ｅ（13Ｄ＋９）（㎥／ｈ） 

     ③ 21 t 級ブルドーザの場合  Ｑ＝10Ｅ（18Ｄ＋13）（㎥／ｈ） 

     ここで、Ｑ：１時間当たり敷均し土量（㎥／ｈ） 

           締固め後の状態の土量をいう。 

         Ｄ：仕上り厚さ（ｍ） 

           締固め後の状態の厚さをいう。 

         Ｅ：作業効率 

工 種 路 体 ・ 築 堤 ・ 路 床 

現場条件 良 好 普 通 不 良 

ブ ル ド ー ザ 0.8 0.6 0.4 

タイヤローラ 0.6 0.4 0.2 

 

⑵（省略） 
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第６章 
土工 

 
 
 
 

 

３ 締固め作業量の算定 

ブルドーザ及びタイヤローラの１時間当たり締固め作業量の算定式は、次のとおりとする。 

        ① 作業量を締固め土量（㎥／ｈ）で表す場合 

 

          Ｑ＝          （㎥／ｈ） （小数第１位四捨五入・整数止め） 
 

        ② 作業量を締固め面積（㎡／ｈ）で表す場合 

       

          Ａ＝        （㎡／ｈ） 

        ここで、Ｑ～Ｎ：（省略） 

            Ｅ：作業効率  

工 種 路 体 ・ 築 堤 ・ 路 床 

現場条件 良 好 普 通 不 良 

ブ ル ド ー ザ 0.8 0.6 0.4 

タ イ ヤ ロ ー ラ 0.6 0.4 0.2 

（以下省略） 

 

３ 締固め作業量の算定 

ブルドーザ１時間当たり締固め作業量の算定式は、次のとおりとする。 

        ① 作業量を締固め土量（㎥／ｈ）で表す場合 

 

          Ｑ＝          （㎥／ｈ） 

        ② 作業量を締固め面積（㎡／ｈ）で表す場合 

       

          Ａ＝        （㎡／ｈ） 

        ここで、Ｑ～Ｎ：（省略） 

            Ｅ：作業効率 0.4～0.8（標準値 0.6） 

 

 

 

 

 

（以下省略） 
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第７章 
運搬工 
 

 

第５節 不整地運搬車運搬 
 

５－１ 不整地運搬車運搬（資材）    S1520  

１ 適 用 範 囲 

（省略） 

 

２ 不整地運搬車運搬歩掛 

使用機械及び積込運搬荷卸方法は下表を標準とする。 

（10㎥または10ｔ当たり） 

運搬機械 運搬材料 
１台当たり 

積載量 

不整地運搬車（日） 機械積込荷卸 

100ｍ 
以下 

200ｍ 
以下 

300ｍ 
以下 

400ｍ 
以下 

500ｍ 
以下 

積 込 ・ 
荷 卸 機 械 

補 助 労 務 ： 
特 殊 作 業 員 

クローラ型 
油圧ダンプ式 
3.3～3.5ｔ積 

生コン 0.90㎥ 0.19 0.24 0.30 0.35 0.40 
バックホウ 
(別途計上 ) 

− 

クローラ型 
クレーン装置付 
3.5ｔ積 

木材 1.71㎥ 0.23 0.25 0.28 0.31 0.34 

クレーン 
装置による 

補助労務： 
不整地運搬車
運転日数 

×１人 

その他資材 
(コンクリート 
２次製品諸資材等) 

1.37ｔ 0.28 0.32 0.35 0.39 0.42 

（以下省略） 

 

第５節 不整地運搬車運搬 
 

５－１ 不整地運搬車運搬（資材）    S1520  

１ 適 用 範 囲 

（省略） 

 

２ 不整地運搬車運搬歩掛 

使用機械及び積込運搬荷卸方法は下表を標準とする。 

（10㎥または10ｔ当たり） 

運搬機械 運搬材料 
１台当たり 
積載量 

不整地運搬車（日） 機械積込荷卸 

100ｍ 
以下 

200ｍ 
以下 

300ｍ 
以下 

400ｍ 
以下 

500ｍ 
以下 

積 込 ・ 
荷 卸 機 械 

補 助 労 務 ： 
特 殊 作 業 員 

クローラ型 
油圧ダンプ式 
3.0ｔ積 

生コン 0.90㎥ 0.19 0.24 0.30 0.35 0.40 
バックホウ 
(別途計上 ) 

− 

クローラ型 
クレーン装置付 
3.5ｔ積 

木材 1.71㎥ 0.23 0.25 0.28 0.31 0.34 

クレーン 
装置による 

補助労務： 
不整地運搬車
運転日数 

×１人 

その他資材 
(コンクリート 
２次製品諸資材等) 

1.37ｔ 0.28 0.32 0.35 0.39 0.42 

（以下省略） 

 

Ｖ×Ｗ×Ｄ×Ｅ 
Ｎ 

Ｖ×Ｗ×Ｅ 
Ｎ 

Ｖ×Ｗ×Ｄ×Ｅ 
Ｎ 

Ｖ×Ｗ×Ｅ 
Ｎ 
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第 14 章 
植栽工及び森林
整備等 

 
 

 

（省略） 

２－２ 施肥（土壌改良材混入）    S5015  

 １ 施 工 歩 掛  

                             （1,000本(株)当たり） 

名   称 施肥方法 単位 数 量 摘    要 

普通作業員 

植穴底（ばら撒き） 人 0.32 
苗木植栽（本単位） 

半 円 溝 状 〃 1.25 

地 表 散 布 〃 0.01 砂草植栽（株単位） 

備考 １．施肥方法は、堆肥を基肥とする場合は「植穴底（ばら撒き）」、化学肥料を基肥とする場合は「半

円溝状」を標準とする。 

２．施肥量は、「２ 材料表」を標準とする。 

 

 ２ 材 料 表 

(㎏/1,000本(株)当たり) 

    植栽種別 山 腹 植 栽 
海岸（苗木）植栽 

海岸(砂草)植栽 摘  要 
 

（成分比（重量％）） 肥料  施肥方法 
等種別 

植穴底 
（ばら撒き） 

半円溝状 地表散布 

普通化成肥料 － 100 1.88 N：P：K＝10：6：5 

土 壌 改 良 材  
（バーク堆肥） 

必要数量を計上 － －  

 

３ 単 価 表 

（省略） 

 

（省略） 

２－２ 施肥（土壌改良材混入）    S5015  

 １ 施 工 歩 掛 

                             （1,000本(株)当たり） 

名   称 作 業 内 容 単位 数 量 摘    要 

普通作業員 

（新設） 

半 円 溝 状 人 1.25 苗木植栽（本単位） 

地 表 散 布 〃 0.01 砂草植栽（株単位） 

  備考 施肥量は、「２ 材料表」を標準とする。 

 

 

 

 ２ 材 料 表 

(㎏/1,000本(株)当たり) 

    植栽種別 山 腹 植 栽 
海岸（苗木）植栽 

海岸(砂草)植栽 摘  要 
 

（成分比（重量％）） 肥料  施肥方法 
等種別 

半 円 溝 状 地 表 散 布 

普通化成肥料 100 1.88 N：P：K＝10：6：5 

土 壌 改 良 材 
（バーク堆肥） 

必要数量を計上 －  

 

３ 単 価 表 

（省略） 
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第 14 章 
植栽工及び森林
整備等 

 
 

 

２－６ 植 栽 工（Ｂ）    S5036  

 １～２ （省略） 

 

３ 材 料 表 

区分 名  称 規       格 摘         要 

主木 

ス ギ コンテナ苗 ２～３年生 幹長  30㎝以上、容量150cc 
ア カ マ ツ 抵抗性・播種苗２～３年生 〃   20㎝、 根元径  5.0㎜以上 
コ ナ ラ 播種苗 ２年生  〃   30㎝、  〃   4.0㎜以上 
ブ ナ  〃  ２年生以上  〃 30(50)㎝、  〃 3.0(4.0)㎜以上 

肥料木 ヤマハンノキ  〃  １～２年生 〃   45㎝、  〃   4.0㎜以上 

   備考 上表を標準とするが、現地に応じて適用樹種を別途選定する。 

 
 ４ （省略） 

 

 

２－６ 植 栽 工（Ｂ）    S5036  

 １～２ （省略） 

 

３ 材 料 表 

区分 名  称 規       格 摘         要 

主木 

ス ギ コンテナ苗 ２～３年生 幹長  30㎝以上、容量150cc 
ア カ マ ツ 抵抗性・播種苗２～３年生 〃   20㎝、 根元径  5.0㎜以上 
コ ナ ラ 播種苗 ２年生  〃   30㎝、  〃   4.0㎜以上 
ブ ナ  〃  ２年生以上  〃 30(50)㎝、  〃 3.0(4.0)㎜以上 
ケ  ヤ  キ  〃  ２～３年生  〃   60㎝、  〃   5.0㎜以上 

肥料木 ヤマハンノキ  〃  １～２年生 〃   45㎝、  〃   4.0㎜以上 

   備考 上表を標準とするが、現地に応じて適用樹種を別途選定する。 

 
 ４ （省略） 
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第 20 章 
建 設 機 械 等 損
料・賃料 

 
 

 

 

 


